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＠Ｍ－3008はＩＥＣ348：電気測定装置に関する国際安全規格に準拠

して、設計･製造･検査されています。この取扱説明書には、ユー

ザーの危険を避けるための事項および損傷させずに長期間良好な

状態で使用していただくための事項がかかれていますので、必ず

使用前にお読みくだきい゜

◎本体に表示した△マークは、安全に使用するため、特に取扱説明

書の関連する部分をお読みいただく必要があることを示します。

取扱説明書の本文には次の２種類のマークがありますので注意し
てお読みください。

△危険は感電事故等の危険をさけるための注意事項

△注意（土本器を故障させないための注意事項

〃
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△危険

１．電池交換・ヒューズ交換をするとき以外は電池カバーを開

けないでください。

２．電池・ヒューズの交換をする前に、必ずファンクションス

イッチをＯＦＦにしてくだきい、

３．次のような場合は測定をやめて、当社修理センターまで･お

送りください。

●目で見て測定プローブや本体の外装が壊れているのがわか

るとき。

●電池やヒューズが切れていないのに、測定ができないとき。

,

ワ

△注意

’・電圧を測定するときは、各レンジの最大値を超える電圧加

えないように注意してください。

２．絶縁抵抗と抵抗を測定するときは、必ず測定前に回路に電

圧がかかってないことを確認してくだきい゜

３．高温多湿、結露するような場所、および直射日光のあたる

場所に放置しないでください。

４.使用が終わったら測定フ･ローブを取り外し、ファンクショ

ンスイッチをＯＦＦにしてください。また、長期間使用しな

いときは電池を取り外して保管してください。

［
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２．特長 ３．仕様

キューメグM-3008は低圧設備用のマイコン制御３レンジデジタ

ル絶縁抵抗計です。

ｏＩＥＣ３４８、VDEO411、ＶＤＥＯ４１３Ｐａｒｔｌに準拠しています。

○絶縁抵抗レンジ、抵抗レンジ、交流電圧表示。

◎バーグラフで絶縁抵抗測定中の出力電圧の変化を表示します。

○オートディスチャージ機能一容量性の負荷などの絶縁抵抗を測

定したときに、負荷に充電された電荷を自動的に放電します。

◎パックライト付のディスプレイで暗い場所や夜間でも測定値が読
めます。

◎電池の消耗を防ぐパワーセーブモードー測定スイッチを押すと

測定値をホールドしたまま自動的にスタンバイ状態に戻ります。

◎交流電圧表示と活線警告ブザー－スイッチのＯＮ・ＯＦＦに関

係なく、被測定回路に交流電圧があるとブザーで警告し、電圧値

を表示します。

○測定プローブ、ヒューズの抵抗自動補正一抵抗の測定では、測

定プローブとヒューズの抵抗を自動的に測定値からマイナスして

表示します。

◎リモートスイッチ付測定プローブ。

温度23±５℃、相対湿度45-75％において

◎絶縁抵抗ﾚﾝｼﾞ

○抵抗レンジ

】－ＺＵＵＬ 】ＵＯＬ，

◎交流電圧表示

測定範囲
5

(ファンクションスイッチがＯＦＦでも表示します）Ⅱ

◎使用温湿度範囲

◎保存温湿度範囲

◎ディスプレイ

◎バーグラフ

0℃～＋40℃８５％ＲＨ以下。

-10℃－＋50℃７５％ＲＨ以下

ＬＣＤ（最大1999）

絶縁抵抗レンジのとき、出力端子間電圧を表示

します。

容量性の負荷などの絶縁抵抗を測定したときに、

負荷に充電された電荷を自動的に放電します。

放電の状態はバーグラフで確認できます。

マニュアル

オーパレンジ警告表示とともに最大桁のＭ”

のみ表示。

Ｑ

○オートデイスチャージ
■

◎レンジ切替

◎入力オーバ表示

－２－
－３－

測定範囲 ０－２０｡ 0-200｡ 0-2000｡

開放時出力電圧 ４－９Ｖ

出力短絡電流 約200ｍＡ 約30ｍＡ 約３ｍＡ

確度 指示値の±1.5％±5.9ｔ 指示値の±15％±3.9ｔ

測定範囲 0-600Ｖ

確度 ±1.5％±3.9ｔ

定格測定電圧 250Ｖ 500Ｖ 1000Ｖ

測定範囲 0-20M/200M/2000M！

測定鑑子電圧
０．２

？ ､て 0．
§ＩＭ

5M'3（ て 1Ｍ

測定電流
０２恕舷いて 0.5Ｍ

＆lXifirて 1M｡短（班て
測定短絡電流 約1.3mＡ

確度
ziIWl1勝

2勝｡ 0-1000M！

1000-2000MＩ

指示値のt1.5%15.9ｔ

指示値のt10%ｔ５ｄ9ｔ
臘禰Ili3%13.9ｔ



◎交流電圧表示と
活線警告

測定スイッチを押してない状態で、ファンクシ

ョンスイッチの位置に関係なく（ＯＦＦでも)交

流電圧を表示します。

①絶縁抵抗レンジでは約20ＶＡＣ以上。

②ファンクションスイッチがＯＦＦのときは

約20ＶＡＣ以上。

③抵抗レンジでは約２ＶＡＣ以上。

の電圧があると電圧値と活線警告を表示すると

同時に、ブザーが鳴ります。

測定値が表示きれると自動的に出力電圧が切れ

て、電池の消耗を防ぎます。また、測定スイッ

チを押している間は表示がホールドされます。

測定値が表示された後も、測定スイッチを押し

ている間電圧が出力されます。また、測定スイ

ッチを押し続けると自動的に読みとりを繰り返

します。読みとりが終わるごとにブザーが鳴り

ます。

測定プローブとヒューズの抵抗をメモリーし、

抵抗レンジの測定値からマイナスして表示します。

ファンクションスイッチがＯＦＦ以外でバック

ライトスイッチを押すとＬＣＤディスプレイの

バックライトが約40秒間点灯します。

抵抗レンジ0.5Ａ／250Ｖ(5.2x20mln）

電気回路と外箱間で50Ｍ｡以上／DC1000V

電気回路と外箱間でＡＣ6000Ｖ１分間

単３電池（１５Ｖ）６本

ｌ７５ｘ１１５ｘ８５７

約7009（電池含む）

ＩＥＣ348絶縁クラスＩＩ

ＪＩＳＣ１３０２、ＶＤＥＯ４１３Ｐａｒｔｌ

◎付属品

リモートスイッチ付プローブＭ-7076

（先端金具M-8072付）

先端金具フックＭ-8016

先端金具ロングＭ-8017

ガード接続コード

肩吊りベルト

肩当て

コードケース

単３電池６本

スペアヒユーズ0.5Ａ／250Ｖ(5.2x20mln）

速断型セラミックヒューズ１本

◎別売アクセサリー

高所測定用プローブＭ-8018

＄

○パワーセーブモード

◎通常測定モード

---コ

鯵一一
Tｌ

○自動ゼロ補正

◎バックライト
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４．各部の名称と説明 ５．測定準備

⑩⑨

５－１測定プロープの取り付け

図一３のように、プローブを差し込みます。

Ili
①

|ｒ
⑫⑬

⑥

"三雲⑦
ガード端子

⑥⑪

図－１

ガード端子⑥

表示部

測定モードスイッチ

通常測定モードとパワーセ⑦

－ブモードの切り替えを行

います。

測定スイッチ

押したまま右に回すと測定⑧

状態でロックされ、左に回⑨

すとロックが解除されます。⑩

パックライトスイッチ ⑪

⑫

⑬

図－３

５－２電池電圧の確認

①ファンクションスイッチを｡に、レンジスイヅチを20Ｑに合

わせます。

①
②
③

レンジスイッチ

抵抗と絶縁抵抗の測定範囲

を選びます。

ファンクションスイッチ

絶縁抵抗、抵抗、自動ゼロ

補正のいずれかのファンク

ションを選びます。

測定プローブ

ラインプローブ

リモートスイッチ

ガード接続ゴー隈

先端金具ロング（Ｍ-8017）

先端金具フック（Ｍ-8016）

電池警告

面￣霊
④

皀 、
■

ｎ
ｕ

図－４ 図－５

②表示が全く出ない場合は電池を交換してください｡(「８．電池

とヒューズの交換方法」を参照して<だぢい｡）

③表示が出て電池警告（図－５）が点灯していなければそのま

ま使えます。電池警告が点灯していたら電池を交換してくだき

い◎

⑤

＠

格電圧表示

図－２活

－６－ －７－



５－３測定プローブ、ヒューズの導通確認

①ファンクションスイッチを｡に、レンジスイッチを209に合

わせます｡(図－６）

②ラインプローブとワニグチクリップをショートさせます。

③測定スイッチまたは測定プローブのリモートスイッチを押し

たまま測定値が表示されるまで待ちます。

６．測定方法

６－１交流電圧の確認
可

△危険

絶縁抵抗、抵抗の測定の前に、測定する回路に電圧がかかっ
ていないことを確認してください。ファンクションスイッチとレン

ジスイッチがどの位置でも、測定スイッチまたは測定プローブの
リモートスイッチを押さない状態で交流電圧の確認ができます。

(ファンクションスイッチがＯＦＦでも交流電圧が確認できます｡）鯛富。
良

匠ら露㈱１ｓ 、
①測定プローブのワニグチクリップと

ラインプローブを、測定する回路に接

続します。

②交流電圧があると電圧値と活線警告

を表示しブザーが鳴ります。（図－８）

１ １叩岬Ｉ期 ロ

活線警告電圧
図－６図－７

④オーパーレンジ警告が表示されたら(図－７)、さらに測定プ

ローブ、ヒューズの導通を調べてください。ヒューズが断線し

ているときは「８．ヒューズと電池の交換方法」に従って交換

して〈だ言い。また、測定ブローブが断線しているときは、弊

社またはお買い上げ店に測定プローブのみご注文なさるか、修

理をご依頼ください。

図－８

△注意一

交流電圧を600Ｖまで表示します。

ブザーが鳴ったら、測定スイッチまたはリモートスイッチを

押さないでくだきい゜ファンクションスイッチがＱにあるとき

は、ヒューズが切れることがあります。

ファンクションスイッチが、

・ＯＦＦ､250Ｖ､500Ｖ､1000Ｖのとき約20ＶＡＣ以上

．Ｑ、自動ゼロ補正のとき約２ＶＡＣ以上

の電圧があると電圧値を表示して、ブザーが鳴ります。
⑭

６－２絶縁抵抗の測定

△危険

測定の前に絶縁抵抗を測定する回路に電圧がないことを確認

してください。

６

①測定する回路に加えてもよい電圧を確認し、ファンクションスイ

ッチで測定電1主250Ｖ､500Ｖ､1000Ｖのいずれかを選びます｡(図-9）

－９－－８－



②レンジスイツチで絶縁抵抗の測定範囲20ＭＱ、200ＭＱ２０００

ＭＱのいずれかを選びます｡(図－９）

③測定モードスイッチを通常測定に合わせます｡(図－９）

<測定スイッチとリモートスイッチの操作＞

絶縁抵抗、抵抗の測定は、本体の測定スイッチと測定プローブ

のリモートスイッチのどちらかを押して行います。

測定の途中で、押した測定スイッチまたはリモートスイッチを

戻すと測定を中止します。

ファンクションスイッチとレンジスイッチの合わせ方が間違っ

ていると、スイッチを押すと同時にブザーが鳴ります｡(ファンク

ションスイッチが絶縁抵抗で、レンジスイッチが抵抗のときなど）

スイッチを押したまま、ファンクションスイッチを切替えない

でくだきい゜

<パーグラフとオートディスチャージ〉

パーグラフで出力電圧とディスチャージの状態確認ができま

す。測定が終わったら、バーグラフを見ながらディスチャージの

状況を確認し、０Ｖになるまで回路にふれないようにしてくださ

い。(図-12）
バーグラフ ォーバレンジ

⑮ ⑮

句
Ｉ
Ｉ沮常パワー

測定セーブ

皿Zｎ ！Ⅲ皿liU」師１F５両▽1ｍ耐］lZUi雨]EU5Wi771lZ面iViF7l
図－９

④測定プローブのワニグチクリップを接地側に、ラインプロー

ブをライン側に接続します｡(図-10）

００゜

産屋
活線警告電圧

図-11
－

図-12 図－１３

６－３パワーセーブモードを使用した絶縁抵抗の測定

①測定モードスイッチをパワーセーブに合わせて(図-14)、６

－２の通常測定モードと同じ手順で測定します。

②測定スイッチまたはリモートスイッチを押したまま測定値が

表示きれるまで待つと、自動的に出力電圧が止まり電池を節約

します。

この後、測定した回路をデイスチャージし、スイッチを戻す

まで測定値をホールドします。

△危険

測定する回路に交流電圧(20Ｖ以上)があるとブザーが鳴って

警告し、電圧値を表示します｡(図-11）

⑤測定スイッチまたはリモートスイッチを押します。測定スイ

ッチを押しながら右に回すと押した状態にロックきれます。元

にもどすには左に回してください。

⑥スイッチを押したまま測定値が表示されるまで待ち、表示さ

れたら読みとります。

⑦スイッチを戻し、測定した回路がディスチャージされるまで

侍って、ラインプローブとワニグチクリップを回路から外して

〈だ言い。ディスチャージの状態はバーグラフで確認できます。

（図-12）

１
１

通常パワー

測定セーブ

□､、
図－１４
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６－４ガード端子を使用Ｌた絶縁抵抗の測定

絶縁材料やケーブルなどの体積抵抗と表面からの漏れ抵抗とを

分けて、体積抵抗のみを正しく測定したいときには、図一l5のよ

うにガード端子を使用してください。

漏洩電流の流れる部分に保護線（導電性の裸線であれば何でも

よい）を巻き付け、ガード端子に差し込んだガード接続コードに

つなぎます。

漏洩電流が本器には流れず、絶縁物の体積抵抗だけが測定でき
ます。

④ワニグチクリップとラインブローブを測定する回路に接続

します。

△危険

測定する回路に交流電圧（２Ｖ以上）があるとブザーが鳴っ

て警告し、電圧値を表示します。

ブザーが鳴ったまま測定スイッチまたはリモートスイッチを

押すと、ヒューズが切れる場合があります｡（ヒューズの交換に

は８．｢電池とヒューズの交換方法」を参照してください｡）

③

⑨

邑孟三鮭

鶏； 旧回Ｗｌ
ｎ

し等
図－１７活線警告電圧

⑤ｉ則定スイッチまたはリモートスイッチを押します。測定スイ

ッチを押しながら右に回すと押した状態にロックきれます。元

にもどすには左に回して<だ言い。

⑥スイッチを押したまま測定値が表示きれるまで待ち、表示き

れたら読みとってくだきい゜

⑦スイッチを戻しラインプローブとワニグチクリップを回路か

ら外してください。

６－６パワーセーブモードを使用した抵抗の測定

①測定モードスイッチをパワーセーブに合わせて(図一l８Ｍ－
５の通常i則定モードと同じ手順で測定します。

②測定スイッチまたはリモートスイッチを

押したまま測定値が表示されるまで待つと、通常パワー
自動的に測定動作を停止し電池を節約しま測定セーブ

ニの後ｽｲｯﾁを戻すまで測定値をホーに晒す。

ルドします図-18

図－１５

6－５抵抗の測定

△危険

測定の前に抵抗を測定する回路に電圧がないことを確認して
ください。

①ファンクションスイッチを｡に合わせます。（図-16）

②レンジスイッチで抵抗の測定範囲209,20092000Ｑのいず

れかを選びます。（図-16）

③測定モードスイッチで通常測定を選びます。（図-16）

凸

ｅ ＠１ｓ ２
匂

通常パワー
測定セーブ

魎曼】Ｅ汀
図-16
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６－７自動ゼロ補正を使用した抵抗の測定

自動ゼロ補正はあらかじめ測定プローブとヒューズの抵抗をメ
モリーしておき、測定値から自動的に差し引いて表示する機能で
す。

①ファンクションスイッチを自動ゼロ補正に合わせます｡(図一
１９）

②レンジスイッチを20Ｑに合わせます｡(図-19）
③測定モードスイッチを通常測定に合わせます｡(図-19）

７．バックライトの使用方法

ファンクションスイッチがＯＦＦ以外でバックライトスイッチ(図-

20）を押すと、表示部のパックライトが点灯して、暗い場所でも読

みとりができます。

バックライトは約40秒間点灯し《自動的に消灯します。
③

、 ＠
画］

、通常パワー

測定セーブ

1mｍ

バックライトスイッチ

自動Ｌニ

ゼロ補正

図－１９

④ラインプローブとワニグチクリップをショートさせます。
⑤測定スイッチまたは測定プローブのリモートスイッチを押し
たまま、測定値の表示が安定するまで待ちます。

１０゜まで補正できます。Ｉ０Ｑを超えるとブザーが鳴って補正
できないことを知らせます。

レンジスイッチが20Ｑに合っていないとブザーが鳴って知ら
せます。

⑥表示が安定したらスイッチを戻し、ファンクションスイッチ
をＱに合わせて、６－５，６－６と同じ手順で測定します。

⑦メモリーした抵抗値をキャンセルするには、ファンクション
スイッチをＯＦＦにしてください。

図-20

＄

才

－１５－－１４－



８．電池とヒューズの交換方法 ９．付属品の説明

９－１肩吊りベルト、肩当て、コードケースの取付方法

①ベルトを図のように取り付けます。
，

△危険

電池とヒューズを交換する前に測定プローブを回路から外し

て、ファンクションスイッチをＯＦＦにしてください。 〆
ａ

①裏面の電池カバーのネジをマイナスドライバー等で緩めては
ずします｡(図-21）

②電池ケースを取り出し、極性に注意しながらすべて新しい電
池に交換してください。

③切れたヒューズは上に引き抜いて、速断型セラミックヒュー

ズ0.5Ａ／250Ｖ(5.2×20mm)と交換してくだきい゜

図－２２

③コードケースにベルトを

通します。

②肩当てにベルトを

通します。

電三姜戸７△危険

ヒューズは必ず上記の定格のものを使用してください。

尚、指定ヒューズは当社へご注文<だきい。
④ベルトの長さを調整して

止めます。
④交換用のスペアヒューズが電池収納部にあります｡(画一21）

⑤電池カバーを取り付けてネジを締めます。 図－２４

ザ

ａ

該刊

図－２５図－２１
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ＭＥＭＯ
９－２ラインプローブ用先端金具の交換方法

①先端金具の種類

標準タイプ(Ｍ-8072）一般の測定に使用します｡(購入時にラ

インプローブに取りつけてあります｡）

フック（Ｍ-8016）引っかけて測定するときに使用します。

ロング(Ｍ-8017）標準タイプでは短くて届かないときに

使用します。

②ラインプローブの先端部分を左に回すと先端金具がはずれます。
取り付けたい金具を外した金具の代わりにはめ込み、ラインプ

ローブの先端部分を右に回すと固定きれます。

，

ウ

先端金具
ロング

先端金具

フック

図-26

，

0
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修理のご依頼について 保証規定

保証期間中に生じました故障は、以下の場合を除き無償で修理い

たします。

１．取扱説明書によらない不適切な取扱い、使用方法、保管方法

が原因で生じた故障。

２．お買い上げ後の持ち運びや輸送の間に、落下させるなど異常

な衝撃が加わって生じた故障。

３．当社のサービス担当者以外の改造、修理、オーバーホールが

原因で生じた故障。

４．火災、地震、水害、公害およびその他の天変地異が原因で生

じた故障。

５．傷など外観上の変化。

６その他当社の責任とみなされない故障。

７．電池など消耗品の交換、補充。

８．保証書のご提出がない場合。

｡ご注意

当社で故障状態の確認をさせていただき、上記に該当する場合は

有償とさせていただきます。

輸送途中に損傷が生じないように梱包を施し、当社修理センター

または取扱店宛にお送りください。

､輸送中に損傷しないように十分梱包した上、下記修理

センターまたは取扱店まで壗お送りください。
Ｐ

〒797愛媛県東宇和郡宇和町坂戸480

共立電気計器株式会社

修理センター

征０８９４－６２－ｌｌ７１

ＦＡＸＯ８９４－６２－５５３１

ひ

９Ｊ

取扱店

ロ

、

この説明書に記載されている事項を断りなく変更する

ことがありますのでご了承ください。

年月曰 修理内 客 担当者


